
手続きの手順
スマホ画面は

横向きがおすすめ！

継続願



STEP①
準備用紙の記入



3ページ（A・B）

★今は記入しないでください

Web入力する日に、当日の日付を

入力してください（入力時は半角）

★

全員入力



3ページ（C～E） ①どちらかにチェック✔する

② 学生本人の登録情報が表示されます

※大学の登録は変更されません！

ポータルシステムから変更できます

※必ず表示された内容を確認してください

「希望しません」を入力した

場合は、次のページの注意事項

をよく読んでおいてください

①

②
住所変更

電話番号変更

「はい」に
チェック✔
新しい情報
を入力

変更なし
「いいえ」に
チェック✔



継続しない場合入力はこれで終了です

5月中旬頃に開催される「返還説明会」に参加し、返還書類等を受け取る

期限までに返還手続きを完了しないと「滞納」となり法的措置が執られます

再度必要となった場合は新規申込が必要です 簡単には再開できません！！！

～ 今後の手続き ～

手続きをすれば、卒業後の返還開始も可能です！！



3ページ（F・G）
①
一種・二種は「返還する約束」で振り込まれて
います。
準備用紙のP2をよく確認し「自覚している」に
チェック✔してください

①

②

②
次のページの「適格認定の内容および基準
(2024年度）」を必ず確認の上、「理解してい
る」にチェック✔してください

※不明な点があれば、必ず奨学金特設窓口で
確認してください
ご自身の成績状況を確認したい場合は、
必ず「成績表」を持参してください

※「停止」や「廃止」になってから「知らなかった」
では取り返しがつきません！！！

※例えば…1年生の方は、1年間で２０単位以上修得
できていないと、一種・二種は停止判定となります





3ページ（H）
①
当てはまる番号にチェック✔してください

②
当てはまる番号にチェック✔してください

※この後の質問内容が変わりますので
気を付けてチェック✔してください

①

②



4ページ（上半分） ① あなたの収入を記入してください

①
下のイラストの場合は、
「家庭からの給付」ではありません！「奨学金」です！

「2）奨学金」と2重になってしまうので、

「1）家庭からの給付」に記入しないでください

援助や通学費の支払など奨学金

学費の振込

保護者が奨学金を
使って

奨学金は自動で表示されます

3）～5）

該当するものがなければ、0円と入力

1）家庭からの給付 について↓



4ページ（下半分） あなたの支出を記入してください

①自宅通学の方のみ！！！

※注意事項※

「1）学費」について

☆第一種・第二種のみの方は
次のページへ

★給付奨学金を受けている方は
次の次のページへ

①

「入学金」は1年生のみ

「5）その他」に「25万」

をプラスしてください



※学費には教育環境充実費や諸会費等も含まれています

4・5ページ 「1）学費」について



「1）学費」について ☆給付奨学金を受けている場合

授業料

前ページ参照

Ⅰ区分・・・35万円

Ⅱ区分・・・23万円

Ⅲ区分・・・11万円

Ⅳ区分多子世帯・・・８万円

Ⅳ区分理工系・・・11万円

区分外・・・0円

マイナス マイナス

前期減免金額 後期減免金額

※支援区分はスカラネットパーソナルから確認してください

マイナスした数字を
「1）学費」に記入する

例：1年生の経営学部で前期Ⅰ区分・後期Ⅲ区分の場合

89万 － 35万 － 11万 ＝ 43万

不明な点は必ず、奨学金特設窓口で確認してください

Ⅰ区分・・・35万円

Ⅱ区分・・・23万円

Ⅲ区分・・・11万円

Ⅳ区分多子世帯・・・８万円

Ⅳ区分理工系・・・11万円

区分外・・・0円



5ページ（上半分） あなたの支出を記入してください

①自宅外通学の方のみ！！！

※注意事項※

「1）学費」について

☆第一種・第二種のみの方は
前の前のページへ

★給付奨学金を受けている方は
前のページへ

①

「入学金」は1年生のみ
「5）その他」に「25万」を

プラスしてください



5ページ（真ん中）

差額が0万円～35万円になっているか確認して、記入してください！

マイナス イコール

学費

修学費
など

自宅通学 → 4ページ下半分
自宅外通学 → 5ページ上半分

で記入した支出

4・5ページで記入した、あなたの収入の合計から支出の合計を引き、

4ページ上半分で

記入した収入

差額が

0万円～35万円



差額が36万円以上の場合は「奨学金の月額が多すぎる」と判断されます

イコールマイナス 学費

修学費
など

多すぎ少なすぎ

5ページ（真ん中）
※差額が36万円以上になる場合…

※差額がマイナスの場合…

差額がマイナス
マイナスになる ＝ 学費などの支出が払えていない。
収入が少なすぎ or 支出が多すぎ

マイナスの場合は先に進めません！

イコールマイナス

4ページか5ページで記入した支出
例：支払った金額が記入できていない

学費

修学費

など

少なすぎ

差額が36万円以上
収入が多すぎるので奨学金を受ける必要がないと判断
されます。 収入が多すぎ or 支出が少なすぎ

4ページ上半分で記入した収入
例：関係ない収入が含まれている

多すぎ

4ページ上半分で記入した収入
例：収入があるのに記入できていない

4ページか5ページで記入した支出
例：関係ない支出が含まれている



5ページ（下半分）

少なくとも100文字以上記入

6.あなたの経済状況

家計状況やアルバイトなど、どういう理由で引き続き奨学金が必要かを記入

例：兄弟が全員学生で、多額の学費が必要であり、自分もアルバイトをしているが、学業を

おろそかにしないためにも奨学金が必要 など

Ⅰ－学生生活の状況

※授業やクラブ活動、ボランティアなど、学生生活で積極的に取り組んでいることを記入

例：クラブ活動を頑張り、同時に授業もよく学んだ

課外活動はしていないが○○の授業をよく取り組み○○についてよく学んだ など

※入力時は全角（記号・数字含む）



Ｊ－学修の状況 １の(1)で(ｂ)を選択した場合

※例：クラブ活動の○○に集中していた為、授業の出席が少しおろそかになってしまった。

来年は両立できるように学業もクラブ活動も取り組みたい など

※入力時は全角（記号・数字含む）

6ページ（上半分）

Ｊ－学修の状況 2の(1)で(ｂ)を選択した場合

※例：入学したばかりで、大学生活に馴染むのに精一杯で少し学修の取り組みが不十分だ

った。1年間で慣れてきたので、2年生からはもっと熱心に取り組んでいきたい など

少なくとも100文字以上記入



スカラネットパーソナル
入力方法

STEP②



① スカラネットパーソナルにアクセスする

スカラネットパーソナル

①インターネットで
「スカラネットパーソナル」と検索

パソコン や スマートフォン

②「スカラネットパーソナルへようこそ」
をクリック

※パソコン画面

③

※パソコン画面



② スカラネットパーソナルにログインする

ユーザIDとパスワードは
ご自身で決めています

ユーザIDとパスワードが
分からない場合はここから
変更してください

※パソコン画面

「スカラネットパーソナルのIDとパスワード」は、返還完了まで使用しますので、
いつでも確認できるようにメモしておいてください！

新規登録していない人は
コチラから



③ 奨学生番号を入力する

※採用時にお渡ししている

「奨学生証」

「返還誓約書(本人控え)」

に記載されています

※分からない場合…

WebClassのメッセージ

を確認してください！

2024年12月13日に

配信しています。
※電話等ではお答えできません

「奨学生番号」は、返還完了まで使用しますので、いつでも確認できるようにメモしておいてください！

奨学生番号とは



④ 奨学金継続願提出を選択



⑤ 奨学生番号をクリックしてください

奨学生番号をクリックしてください

※ご自身が受けている奨学金の数だけ、
表示されます

※どの奨学生番号から入力しても問題
ありませんが、表示されている数だけ
入力が必要です

貸与額通知も各自、確認しておいてください



⑥ 準備用紙の通りに入力する

表示される全ての奨学生番号の横に「提出済」が表示されるように入力してください！！！

一種と二種は同じ内容を
入力してOKです！

←未入力です



入力してから変更したい場合…

入力期間内であれば、ご自身で訂正できます

※万が一、訂正しようとしても「訂正不可」と表示される場合のみ、奨学金特設窓口までお越しください

入力時と同じようにスカラネットパーソナルにログインをし、

奨学金継続願提出 → 奨学生番号 をクリックしてください



今後の流れ



①3月末頃、適格認定(学業)の結果がポータルシステムに届きますので、確認してください

②4月以降も奨学金を受けることができるかが決まる

「継続を希望する」場合

適格認定（学業）基準を確認し、分からないところは奨学金特設窓口で確認してください！

「停止」や「廃止」になってから「知らなかった」では取り返しがつきません！！！

「継続を希望しない」場合
5月中旬頃に開催される「返還説明会」に参加し、返還書類等を受け取る

期限までに返還手続きを完了しないと「滞納」となり法的措置が執られます

手続きをすれば、卒業後の返還開始も可能です！！



その他手続きについて



一種・二種の「月額変更」

なお、2024年度の最終期限は、2025年2月4日17：00までに不備なく提出→3月振込から変更できます

2025年度の変更は、4月上旬の手続きで5月振込分から変更となりますのでご注意ください

一種・二種の月額は、増やすことや、減らすことができます
※給付と一種を同時に受けている方は一種の金額を変更することはできません（併給調整）

☆継続願で収入と支出を見直した結果…

支払いが多いから、月額を増やそう

借りすぎていたので、月額を減らそう

本館1階奨学金窓口まで早めにお越しください

※時期によっては変更できない可能性があります

【希望者のみ】

第二種の減額のみ

※スカラネットパーソナルで手続きできます



一種奨学金のみ「返還方法」の見直し

第一種奨学金を受けている方は、申込時に「返還方法」をご自身で決めています

「定額返還方法」 → 返還開始から終了まで一定の金額で返還する方法

「所得連動返還方法」 → 卒業後の所得に応じて毎年の返還額が変わる方法（必ず機関保証）

※辞退（「継続を希望しない」を選択）した場合や、貸与終了後は変更できません

変更を希望する場合は、早めに奨学金3番窓口までお越しください

【希望者のみ】

※「所得連動」→「定額」は貸与終了後でも変更可



二種奨学金のみ「利率算定方法」の見直し

第二種奨学金を受けている方は、申込時に「利率の算定方法」をご自身で決めています

「利率固定方式」 → 貸与終了時に決定した利率が、返還完了まで適用される方式

「利率見直し方式」 → おおよそ5年ごとに、利率が市場金利に応じて見直される方式

※辞退（「継続を希望しない」を選択）した場合や、貸与終了後は変更できません

変更を希望する場合は、早めに奨学金3番窓口までお越しください

【希望者のみ】



以上で手続きは終了です

ご不明点があれば、奨学金窓口までお問い合わせください


